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一
九
八
〇
年
代
に
端
を
発
す
る
域
外
漢
籍
研
究
は
、
今
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
の
目
覚
ま
し
い
進
展
に
伴
い
、
も
は
や
か
つ
て
の
よ
う
に
「
域

外
漢
籍
」
と
鉤
括
弧
を
附
加
し
て
表
記
す
る
必
要
も
な
い
ほ
ど
の
認
知

度
を
斯
界
に
得
た
と
言
え
る
。
域
外
漢
籍
研
究
所
を
擁
す
る
南
京
大
学

文
学
院
の
張
伯
偉
教
授
主
編
に
よ
り
『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』（
中
華

書
局
、
二
〇
〇
五
年
創
刊
）
や
『
域
外
漢
籍
研
究
叢
書
』（
中
華
書
局
、
二

〇
〇
七
年
第
一
輯
）
の
刊
行
が
続
き
、
毎
年
数
多
く
の
論
考
が
世
に
問

わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
陸
続
と
出
版
さ
れ
る
一
大
叢
書
『
域
外
漢
籍
珍
本

文
庫
』（
同
文
庫
編
纂
出
版
委
員
会
編
、西
南
師
範
大
学
出
版
社
、人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
第
一
輯
）
に
は
、
世
界
規
模
で
蒐
集
さ
れ
た
漢
籍
が
収
載
さ

れ
る
。
文
学
研
究
の
方
で
も
、例
え
ば
静
永
健
氏
の
近
著
『
唐
詩
推
敲
』

（
研
文
出
版
、二
〇
一
二
年
）
副
題
に
「
唐
詩
研
究
の
た
め
の
四
つ
の
視
点
」

と
あ
り
、「
音
声
」、「
典
故
」、「
校
勘
」
と
並
ん
で
「
域
外
」
が
取
り

域
外
漢
籍
研
究
の
新
た
な
る
展
開

大
渕　

貴
之

Book Review
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上
げ
ら
れ
る
等
、
域
外
漢
籍
研
究
の
重
要
性
、
有
効
性
に
対
す
る
認
識

の
高
ま
り
が
窺
え
る
。

　

い
ま
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
陳
正
宏
氏
著
『
東
亜
漢
籍
版
本
学
初
探
』

（
中
西
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
も
ま
た
、
右
に
述
べ
た
趨
勢
の
な
か
世
に

送
り
出
さ
れ
た
一
書
と
言
え
そ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
の
実
本
書
は
従
来

の
域
外
漢
籍
研
究
と
は
一
線
を
画
す
。
中
国
文
献
学
、
版
本
学
の
大
家

で
あ
る
陳
氏
な
ら
で
は
の
視
点
で
従
来
の
域
外
漢
籍
研
究
に
は
な
か
っ

た
新
た
な
方
法
論
を
提
起
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
精
緻
な
研
究
の
実
例
を

収
録
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
以
下
に
本
書
目
録
を
引
用
す
る
。
な
お
、

各
篇
に
章
番
号
は
附
さ
れ
て
お
ら
ず
、
評
者
が
便
宜
的
に
加
え
た
（
以

下
、
〇
章
と
表
記
す
る
）。

　
　
　

序
［
韓
］
金
文
京

　
　

１　

東
亜
漢
籍
版
本
学
序
説
―
―
以
印
本
為
中
心

陳
正
宏
著

東
亜
漢
籍
版
本
学
初
探
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２　

東
亜
漢
籍
印
本
鑑
定
概
説

　
　

	
３　

雕
版
研
究
在
東
亜
漢
籍
版
本
学
中
的
地
位
和
作
用

　
　
　
　
　

―
―
以
所
見
中
日
漢
籍
書
版
的
比
較
為
中
心

　
　

４　

宋
本
書
根
字
縦
題
雑
考

　
　

	

５　

従
写
様
到
紅
印
―
―
《
豫
恕
堂
叢
書
》
中
所
見
的
晩
清
書
籍

　
　
　
　
　

初
刻
試
印
程
序
及
相
関
史
料

　
　

	

６　

従
単
刻
到
全
集
：
被
粉
飾
的
才
子
文
本

　
　
　
　
　

―
―
《
双
柳
軒
詩
文
集
》、《
袁
枚
全
集
》
校
読
札
記

　
　

	

７　

東
亜
出
版
文
化
中
越
南
本
漢
籍
的
意
義

　
　
　
　
　

―
―
以
両
種
日
本
蔵
越
南
本
為
例

　
　

８　

越
南
漢
籍
裏
的
中
国
代
刻
本

　
　

９　

朝
鮮
本
与
明
清
内
府
本
―
―
以
印
本
的
字
体
和
色
彩
為
中
心

　
　

10　

琉
球
本
与
福
建
本
―
―
以《
二
十
四
孝
》、《
童
子
摭
談
》為
例

　
　

11　

日
本
慶
應
大
学
図
書
館
蔵
朝
鮮
銅
活
字
本
《
史
記
》
初
探

　
　

	

12　

中
国
早
期
金
属
活
字
印
本
散
考

　
　
　
　
　

―
―
以
三
種
明
弘
治
間
無
錫
華
氏
会
通
館
印
本
為
中
心

　
　

	

13　

乾
隆
庚
戌
辛
亥
朝
鮮
燕
貿
活
字
考
―
―
兼
探
朝
鮮
著
名
活
字

　
　
　
　
　
“
生
生
字
”
及
《
生
生
字
譜
》
之
来
源

　
　

14　

紅
与
黒
：
漢
籍
套
印
本
裏
的
穿
插
之
美

　
　

15　

京
都
所
得
《
芥
舟
学
画
編
》
套
印
書
版
零
片
考

　
　

	

16　

套
印
与
評
点
関
係
之
再
検
討

　
　
　
　
　

―
―
以
幾
種
東
亜
漢
籍
双
色
印
評
点
本
為
例

　
　
　
　

附
録
：
琉
球
故
地
訪
書
記

　
　
　
　

論
文
初
出
、
外
訳
及
増
訂
情
況
一
覧

　
　
　
　

跋

冒
頭
の
１
～
３
章
が
総
説
に
該
当
し
、
４
章
以
降
に
個
別
具
体
的
な
研

究
事
例
が
並
ぶ
。

　

従
来
の
研
究
が
対
象
と
し
た
「
域
外
漢
籍
」
に
は
、①
中
国
で
書
写
・

印
刷
さ
れ
、
後
に
中
国
域
外
に
持
ち
出
さ
れ
て
伝
存
す
る
中
国
典
籍
、

②
中
国
域
外
の
国
や
地
域
で
書
写
・
印
刷
さ
れ
た
中
国
典
籍
、
③
中
国

域
外
の
国
や
地
域
の
人
物
が
漢
文
を
以
て
独
自
に
撰
述
し
、
書
写
・
印

刷
さ
れ
た
典
籍
、
以
上
の
三
類
型
が
含
ま
れ
る
。
陳
氏
は
こ
の
捉
え
方

を
批
判
的
に
吟
味
し
、
右
記
類
型
の
う
ち
、
①
に
相
当
す
る
諸
典
籍
を

域
外
漢
籍
に
は
含
め
ず
、
③
を
中
心
に
②
を
含
め
た
範
囲
を
以
て
域
外

漢
籍
と
定
義
す
る
。
そ
の
上
で
、
極
力
「
域
外
漢
籍
」
の
用
語
に
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
と
主
張
し
、
書
写
・
印
刷
が
行
な
わ
れ
た
国
や
地
域
の

名
称
を
冠
し
た
「
○
○
漢
籍
」「
○
○
本
」
の
呼
称
（「
中
国
本
」「
朝
鮮

本
（
高
麗
本
）」「
越
南
本
（
安
南
本
）」「
琉
球
本
」「
日
本
本
（
和
刻
本
）」）
や
、

中
国
典
籍
を
含
む
総
体
と
し
て
の
「
東
亜
漢
籍
」
と
い
う
新
た
な
用
語
、

す
な
わ
ち
概
念
を
提
案
す
る
。
こ
れ
は
、
評
者
な
り
に
解
釈
す
れ
ば
、

中
国
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
の
各
地
域
に
伝
播
し
た
漢
籍
文
化
を
書
籍
の

移
動
（
受
容
）
と
い
う
層
次
で
の
分
析
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
地
域
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或
い
は
東
ア
ジ
ア
全
体
に
於
け
る
漢
籍
の
撰
述
・
書
写
・
出
版
と
い
う
、

よ
り
積
極
的
な
営
み
の
層
次
で
分
析
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
の
こ
と

と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
一
点
の
み
に
よ
っ
て
も
、
本
書
が
域
外
漢
籍

研
究
に
新
生
面
を
開
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

従
来
多
く
の
研
究
が
為
さ
れ
る
類
型
①
に
つ
い
て
陳
氏
は
、「
域
外

所
蔵
中
国
古
籍
」
等
の
呼
称
を
与
え
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
主
張
し
、

そ
の
背
景
と
し
て
「
代
刻
本
」
の
存
在
を
挙
げ
る
。
８
章
に
は
、
越
南

文
人
撰
述
の
漢
籍
が
広
東
で
刊
刻
（「
代
刻
」）
さ
れ
た
事
例
が
考
察
さ

れ
、
10
章
で
は
同
様
の
「
福
州
刻
琉
球
本
」
の
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
撰
述
者
や
刊
行
主
体
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
越
南
本
、
琉
球
本
と
称

す
べ
き
一
方
で
、
印
刷
者
（
印
刷
地
）
に
従
え
ば
中
国
典
籍
と
言
い
得

る
事
象
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
域
外
漢
籍
と
い
う
呼
称

に
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
す
る
所
以
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
代
刻
本
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
と
な
る
概
念
と
し
て

「
小
交
流
圏
」
の
新
概
念
が
提
起
さ
れ
る
。
国
境
を
跨
い
だ
一
定
範
囲

で
行
な
わ
れ
た
地
域
間
交
流
の
枠
組
み
を
意
味
し
、
小
交
流
圏
内
に
於

け
る
各
地
の
漢
籍
版
本
の
相
似
性
は
、
同
一
国
内
の
遠
距
離
地
域
間
の

そ
れ
を
遥
に
上
回
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
従
来
の
域
外

漢
籍
研
究
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
視
点
の
提
供
で
あ
る
。
経
済
活
動
の

一
環
と
し
て
の
出
版
で
も
あ
れ
ば
、
史
学
分
野
に
於
い
て
も
注
目
さ
れ

る
べ
き
指
摘
で
あ
ろ
う
。

　

従
前
の
「
域
外
漢
籍
」
の
概
念
に
再
考
を
加
え
、「
東
亜
漢
籍
」
及

び
そ
の
他
の
各
地
域
の
漢
籍
に
対
す
る
用
語
を
整
理
し
、「
小
交
流
圏
」

と
い
う
分
析
・
研
究
の
た
め
の
新
概
念
を
提
出
し
た
の
が
、
本
書
の
理

論
面
で
の
成
果
で
あ
る
。
１
～
３
章
及
び
先
述
の
８
、
10
章
を
中
心
に

詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
他
の
諸
篇
に
於
い
て
は
、
東
亜
漢
籍
全
体

或
い
は
東
亜
漢
籍
に
包
含
さ
れ
る
各
地
漢
籍
の
幾
つ
か
を
同
時
に
視
野

に
入
れ
た
版
本
学
的
考
察
が
行
な
わ
れ
る
。
各
篇
の
内
容
を
逐
一
紹
介

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
（
大
凡
に
つ
い
て
は
前
引
の
目
録
を
参
照
願
い
た

い
）、
本
書
の
全
篇
を
通
じ
て
以
下
の
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
通
説
や
従
来
の
常
識
に
捕
ら
わ
れ
な
い
点
で
あ
る
。
先
述
の

域
外
漢
籍
の
概
念
問
題
も
既
に
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
常
識
と
錯
覚
し
て

問
い
も
し
な
い
論
点
や
気
に
も
留
め
な
い
事
象
を
見
出
し
、
丹
念
な
考

察
及
び
説
明
が
為
さ
れ
る
。
２
章
に
於
い
て
各
地
漢
籍
の
特
徴
を
概
説

す
る
際
、
中
国
古
籍
そ
の
も
の
の
特
徴
を
問
い
直
す
ほ
か
、
３
章
で
は

版
本
学
が
、
版
木
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
の
少
な
い
こ
と
に
疑
問
を

呈
し
、
５
章
で
は
研
究
対
象
た
る
版
本
が
如
何
な
る
作
業
工
程
を
経
て

完
成
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
９
章
で
は
明
代
の
朝
鮮
本

に
明
代
流
行
の
書
体
が
見
え
な
い
こ
と
を
問
い
、
解
明
す
る
。
14
～
16

章
の
套
印
本
（
重
ね
刷
り
に
よ
る
多
色
版
）
に
関
す
る
一
連
の
研
究
に
於

い
て
も
、
文
学
作
品
に
対
す
る
評
点
活
動
が
多
色
刷
り
創
始
の
契
機
に

な
っ
た
と
い
う
通
説
に
対
し
、
出
発
点
は
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
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の
後
の
套
印
本
と
文
学
評
点
と
の
間
の
希
薄
な
関
係
性
を
浮
き
彫
り
に

し
、
套
印
本
の
色
刷
り
部
分
が
持
つ
記
号
性
に
つ
い
て
新
た
な
見
解
を

提
示
す
る
。
何
れ
の
論
考
も
問
題
提
起
自
体
が
面
白
く
、
専
門
分
野
が

異
な
る
院
生
学
生
諸
氏
に
対
し
て
も
、
研
究
テ
ー
マ
の
立
て
方
を
学
ぶ

と
い
う
意
味
合
い
で
一
読
を
勧
め
た
い
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
必
ず
研
究
対
象
と
な
る
漢
籍
や
版
木
等
を
実

見
し
た
上
で
考
察
を
行
な
う
点
で
あ
る
。
４
章
の
宋
本
書
根
に
記
さ
れ

た
書
名
、
巻
冊
次
が
縦
書
き
で
あ
る
理
由
を
考
察
す
る
一
篇
等
は
、
宋

本
そ
の
も
の
を
手
に
取
り
研
究
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
書
根
を
目
に

し
、
疑
問
を
持
つ
こ
と
さ
え
叶
わ
な
い
で
あ
ろ
う
（
本
章
で
は
世
界
各
国

で
陳
氏
が
実
見
、
調
査
し
た
越
南
本
の
書
根
も
考
究
の
鍵
と
な
る
）。
陳
氏
の

実
物
に
基
づ
い
た
手
堅
い
研
究
姿
勢
は
、
そ
の
考
証
過
程
を
読
者
諸
氏

に
伝
え
る
際
に
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る
。本
書
の
論
証
に
於
い
て
は
、

圧
倒
的
多
数
の
カ
ラ
ー
図
版
が
挿
入
さ
れ
、
そ
の
鮮
明
さ
を
期
す
た
め

刊
行
に
あ
た
っ
て
は
厚
手
で
平
滑
な
上
質
紙
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
図

版
の
多
さ
も
相
俟
っ
て
、
本
書
は
東
ア
ジ
ア
地
域
の
版
本
学
に
関
す
る

事
典
と
し
て
も
機
能
し
そ
う
で
あ
る
。

　

評
者
は
大
学
院
生
の
こ
ろ
、
幾
度
か
陳
氏
に
接
す
る
機
会
を
得
、
研

究
の
話
を
伺
っ
た
の
で
あ
る
が
、
学
問
は
新
し
い
領
域
や
テ
ー
マ
を
開

拓
す
る
こ
と
が
最
も
楽
し
く
且
つ
意
義
深
い
こ
と
、
版
本
研
究
に
当

た
っ
て
は
必
ず
現
物
を
目
睹
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
触
れ
る
こ
と
、
そ
う

い
っ
た
言
葉
が
記
憶
に
残
る
。
本
書
は
ま
さ
に
そ
の
言
葉
通
り
で
あ
る

こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
。
ま
た
、
本
書
の
到
る
処
に
世
界
各
国
の
研

究
機
関
や
研
究
者
個
人
に
対
す
る
謝
意
が
直
接
的
或
い
は
間
接
的
に
示

さ
れ
る
ほ
か
、
注
記
に
は
陳
氏
が
指
導
さ
れ
る
学
生
の
研
究
成
果
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、文
辞
に
は
激
励
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
漂
う
。

義
理
堅
く
情
に
厚
い
お
人
柄
を
懐
か
し
く
も
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

　

最
後
に
蛇
足
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
本
書
を
お
読
み
に
な
る
読
者
に
申

し
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
本
書
は
「
東
亜
漢
籍
版
本
学
」
と
い
う
新
し
い

研
究
分
野
（
手
法
）
の
提
唱
に
始
ま
り
、
従
前
の
域
外
漢
籍
研
究
と
の

関
係
性
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
本
稿
及
び
本
タ
イ
ト
ル
に
見
え
る
よ
う
な
位
置
付
け
方
は
、
あ
く

ま
で
評
者
の
見
解
で
あ
る
。
ま
た
、５
章（
七
九
頁
）に「
特
殊
計
数
形
式
」

と
し
て
手
書
き
の
図
版
と
と
も
に
帰
納
的
に
解
説
さ
れ
る
記
号
は
、
蘇

州
号
碼
（
蘇
州
碼
）
と
通
称
さ
れ
、U

nicode

に
も
割
り
当
て
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
何
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
お
お
ぶ
ち
・
た
か
ゆ
き　

鹿
児
島
大
学
）


